
ねこの親子、くまの親子、きり

んの親子…。子どもたちの大好

きな動物の親子が写実的に描

かれている、文字のない絵本で

す。動物たちに呼びかけたり、

おはなしを作ったり、自由に読

んでみてください。

『どうぶつの

おやこ』

薮内 正幸／画

福音館書店

（E-ﾔﾌﾞｳ）

赤い自動車は「ぶーぶーぶー」。

青い自動車は「ぷーぷーぷー」。

大きい自動車も「ぶわーん」と

やってきます。

カラフルな自動車がそれぞれの

音を鳴らしながら、次々と登場し

ます。読んでいるうちに、子ども

たちも思わず「ぶーぶーぶー」。

『ぶーぶーぶー』

こかぜ さち／ぶん
わきさか かつじ／え

福音館書店

（E-ﾜｷｻ）

＊その他のおすすめ本＊

『ぴょーん』
まつおか たつひで／作・絵

ポプラ社（E-ﾏﾂｵ）

『がたんごとんがたんごとん』
安西 水丸／さく 福音館書店（E-ｱﾝｻﾞ）

『ぶうぶうぶう』
おーなり 由子／ぶん はた こうしろう／え
講談社（E-ﾊﾀｺ）

『たまごのあかちゃん』
かんざわ としこ／ぶん やぎゅう げんいちろう／え

福音館書店（E-ﾔｷﾞﾕ）

『くっついた』
三浦 太郎／作・絵 こぐま社（E-ﾐｳﾗ）

『くっく くっく』
長谷川 摂子／文 小川 忠博／写真

福音館書店（E-ｵｶﾞﾜ）

『ゆめにこにこ』
柳原 良平／作・絵 こぐま社（E-ﾔﾅｷﾞ）
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○開館時間
午前９時３０分～午後７時
（日曜日・祝日は午後５時３０分まで）

○休館日：火曜日、館内整理日
○おひざにだっこのおはなし会
毎月第３木曜日 午前１０時３０分～

○あかちゃんタイム
毎月第３木曜日 午前９時３０分～１２時

【福島市子どもライブラリー】
○開館時間
毎日：午前９時３０分～午後７時

○休館日：火曜日
○おひざにだっこのおはなし会

毎月第１木曜日・第３日曜日

午前１１時～

学習センター図書室については、

各館にお問い合わせください。

あかちゃん

えほん①

【０歳～】

＊はじめに＊

赤ちゃんにとって「生まれて初めてふ

れる本」は、絵本です。赤ちゃんを膝

にのせて、できるだけゆっくり、心を込

めて読んであげてください。それが親

子のふれあいの場となり、赤ちゃんに

とっても幸せな経験となっていきます。

このリストでは、０歳位からの赤ちゃ

んにおすすめの絵本を紹介していま

す。絵だけで楽しむ絵本、赤ちゃんの

身近にある「もの」の絵本、わらべうた

の絵本･･･。ぜひ、赤ちゃんにお気に

入りの１冊を見つけてあげてください。

『くだもの』

平山 和子／さく

福音館書店

（E-ﾋﾗﾔ）

切る前の丸ごとの形と、食べ

やすく切った後の形とで、交互

に描かれたくだものがとっても

おいしそう！ 「さあ どうぞ」の

言葉に、思わず手をのばしたく

なります。最後は自分でバナナ

の皮をむけるかな？

シリーズに『やさい』『おにぎ

り』『いちご』があります。

『わんわん

おかお』

とよた かずひこ／著

アリス館（E-ﾄﾖﾀ）

いぬさんのおくち、ぶたさんの

おはな、ねこさんのおめめ。

「どーこ？」の問いかけに、動物

たちが答えてくれます。赤ちゃん

と一緒に指差しをしながら楽し

く読めます。

シリーズに『ぷるんぷるんおか

お』『まんまるおかお』があります。



『いないいない

ばあ』

松谷 みよ子／文

瀬川 康男／え

童心社（E-ｾｶﾞﾜ）

動物たちが「いないいないば

あ」をしています。にゃあにゃも、

くまちゃんも、こんこんぎつねも

みんな、いないいない…ばあ。

さあ、今度はあなたも、いない

いない ばあ！

ぜひ、赤ちゃんと一緒に遊ん

でみてください。

『おひざで

だっこ』

内田 麟太郎／ぶん

長谷川 義史／え

童心社（E-ﾊｾｶﾞ）

『きゅっきゅっきゅっ』

林 明子／さく

福音館書店（E-ﾊﾔｼ）

なかよしのうさぎさん、ねずみさん、

くまさんと一緒に、おいしいスープをい

ただきまーす。あらら、こぼしちゃった。

「きゅっ きゅっ きゅっ」きれいにふい

てあげようね。あれ、まだお口のまわり

にこぼしている子がいるよ。だれかな？

シリーズに『おててがでたよ』『くつくつ

あるけ』『おつきさまこんばんは』があり

ます。

『ととけっこう

よがあけた』

こばやし えみこ／案

ましま せつこ／絵

こぐま社（E-ﾏｼﾏ）

にわとりのこっこさんが「ととけっこ

う よがあけた…」と歌うと、みんな元

気に起きだします。

伝承わらべうたの絵本です。巻末

には楽譜も載っているので、子どもた

ちの目覚めの時に歌ってあげるのも

おすすめです。

『もこもこもこ』

谷川 俊太郎／作

元永 定正／絵

文研出版（E-ﾓﾄﾅ）

『ごぶごぶ

ごぼごぼ』

駒形 克己／さく

福音館書店

（E-ｺﾏｶﾞ）

「ごぶごぶ ごぼごぼ」

「ぷぷぷ ぷわーん」

青やオレンジの丸が、音と共に大

小に変化していきます。

水の中にいるような不思議な音と

鮮やかな色。ページには丸い穴も

開いており、視覚と触覚を使って楽

しめる本です。

『かぞく』

ヘレン・オクセンバリー／作

文化出版局

（E-ｵｸｾ）

おかあさん、おとうさん、おね

えちゃん、おにいちゃん、それか

ら…。赤ちゃんの周りにいる人

たちを描いた、文字のない絵本

です。

シリーズに『あそび』『したく』

『しごと』『ともだち』があります。

『じゃあじゃあ

びりびり』

まつい のりこ／

作・絵

偕成社（E-ﾏﾂｲ）

なんにもない地面から、もこも

こ、にょきにょき。なんだろう？ ふ

くれあがって、ぱくっと食べて、

ぽろりと落とす。それがまたふく

れあがって、ぱちんと弾けて、ふ

んわふんわ…。

擬音とシンプルな絵で構成され

ています。自由な想像でさまざま

なストーリーが楽しめます。

自動車や犬、掃除機などの

身近な「もの」とその音が、シ

ンプルな絵とはっきりした色で

描かれています。

声に出して読んでみたり、

「もの」のまねをしてみたり、楽

しみ方はいろいろ。

「まついのりこあかちゃんの

ほん」シリーズの１冊です。

ぱんだのお母さんが赤ちゃんに、

おいでおいで、おひざでだっこ。

一緒に絵本をめくります。たぬき

の親子はぽんぽこぽんとおなか

をたたき、ねこの親子はおひざで

ねんね、ぞうの親子は一緒にくだ

ものを食べて、ふたりですやすや

…。

赤ちゃんをおひざの上に乗せて

読んであげてください。


